
我
が
国
企
業
金
融
の
変
遷

深

見

泰

孝

一
、
は
じ
め
に

企
業
金
融
の
理
論
で
は
、
負
債
に
よ
る
調
達
は
、
負
債

比
率
が
財
務
リ
ス
ク
を
顕
在
化
さ
せ
る
ま
で
高
ま
れ
ば
、

期
待
倒
産
コ
ス
ト
を
上
昇
さ
せ
る
。
こ
の
た
め
、
企
業
は

収
益
性
と
リ
ス
ク
を
加
味
し
、
企
業
価
値
を
最
大
化
す
る

最
適
な
資
本
構
成
を
模
索
し
つ
つ
、
期
待
倒
産
コ
ス
ト
が

高
ま
ら
な
い
範
囲
に
、
負
債
に
よ
る
調
達
は
抑
制
す
る
と

さ
れ
る
。

戦
後
日
本
は
、
資
本
蓄
積
の
低
位
性
、
様
々
な
制
約
に

よ
る
資
本
市
場
の
未
発
達
に
加
え
、
政
策
的
に
資
源
配
分

が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
間
接
金
融
を
中
心
に
据
え
た
金
融

シ
ス
テ
ム
が
選
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
人
為
的
低
金
利
政
策

の
下
で
、
企
業
も
低
利
で
資
金
を
調
達
で
き
る
銀
行
借
入

を
中
心
に
資
金
調
達
を
行
い
、
そ
の
資
金
を
積
極
的
に
設

備
投
資
へ
投
下
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
戦
後
か
ら
バ
ブ

ル
崩
壊
ま
で
の
日
本
企
業
の
財
務
上
の
特
質
を
見
る
と
、

理
論
と
は
異
な
り
、
資
本
構
成
に
占
め
る
借
入
金
比
率
が

諸
外
国
の
そ
れ
と
比
べ
て
著
し
く
高
ま
止
る
と
い
う
特
徴

を
も
っ
て
い
た⑴

。

と
こ
ろ
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
企
業
は
一
転
し
て
借
入
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金
の
返
済
を
進
め
、﹁
資
金
循
環
勘
定
﹂
に
よ
れ
ば
、
一

九
九
八
年
に
は
企
業
部
門
が
資
金
不
足
主
体
か
ら
資
金
余

剰
主
体
に
転
じ
た
。
そ
れ
以
来
、
一
五
年
以
上
に
亘
っ
て

そ
の
状
態
が
続
き
、
日
本
企
業
は
財
務
上
の
特
質
で
あ
っ

た
﹁
借
金
経
営
﹂
に
別
れ
を
告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

企
業
部
門
が
資
金
余
剰
で
あ
る
の
は
、
決
し
て
日
本
だ

け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
企
業
の
資
金
余
剰
額
の
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
イ
ギ
リ
ス
六
・
一
％
、
日
本
四
・
六
％
、

ア
メ
リ
カ
四
・
一
％
で
あ
り
、
主
要
先
進
国
に
見
ら
れ
る

共
通
の
現
象
で
も
あ
る⑵

。
た
だ
、
日
本
の
よ
う
に
、
一
五

年
以
上
も
企
業
部
門
が
資
金
余
剰
で
あ
り
続
け
て
い
る
国

は
、
こ
れ
ら
の
国
で
も
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
最
近
の
報

道
で
は
、
日
本
企
業
の
も
つ
手
元
資
金
が
約
七
〇
兆
円
に

達
し
た⑶

こ
と
や
、
上
場
企
業
の
約
五
二
％
が
、
実
質
無
借

金
で
あ
る
と
さ
れ
る⑷

。

本
稿
で
は
、
日
本
企
業
の
企
業
金
融
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
な
ぜ
企
業
部
門
が
資
金
不
足
主
体
か
ら
資
金
余
剰
主

体
に
転
じ
た
の
か
。
そ
し
て
、
今
後
も
企
業
部
門
は
今
し

ば
ら
く
資
金
余
剰
主
体
で
あ
り
続
け
る
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
、
財
務
省
が
発
行
し
て
い
る
﹁
法
人
企
業
統
計
﹂

を
用
い
て
検
討
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
は
﹁
法
人
企
業
統
計
﹂
の
分
類
上
、
資

本
金
一
〇
〇
〇
万
以
上
一
億
円
以
下
の
企
業
を
中
小
企

業
、
資
本
金
一
億
円
以
上
一
〇
億
円
以
下
の
企
業
を
中
堅

企
業
、
資
本
金
一
〇
億
円
以
上
の
企
業
を
大
企
業
と
す

る
。
ま
た
、
﹁
法
人
企
業
統
計
﹂
は
、
母
集
団
と
な
る
企

業
数
が
年
度
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
一
社
あ
た
り
の
平

均
に
割
り
戻
し
て
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
人
企
業
統

計
は
年
度
別
集
計
を
用
い
て
い
る
。

二
、
銀
行
離
れ
が
始
ま
っ
た
石
油

シ
ョ
ッ
ク

ま
ず
、
戦
後
日
本
企
業
の
財
務
上
の
特
質
を
概
観
し
よ
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う
。
戦
後
、
日
本
企
業
の
そ
れ
は
、
銀
行
借
入
に
資
金
需

要
の
多
く
を
依
存
す
る
﹁
借
金
経
営
﹂
で
あ
り
、
そ
れ
を

支
え
た
の
は
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
で
あ
っ
た
。
高
度
成
長
期

に
は
、
企
業
の
旺
盛
な
資
金
需
要
に
対
し
て
、
メ
イ
ン
バ

ン
ク
は
豊
富
な
低
利
資
金
の
供
給
を
通
じ
て
、
企
業
活
動

を
支
援
し
た
。
こ
う
し
た
融
資
関
係
に
加
え
て
、
企
業
と

の
株
式
持
ち
合
い
も
行
い
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
負
債
、
株

主
資
本
の
両
面
で
企
業
の
資
金
需
要
を
支
え
、
両
者
に
は

強
固
な
関
係
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。

他
方
、
企
業
も
銀
行
か
ら
供
給
さ
れ
た
豊
富
な
低
利
資

金
を
、
積
極
的
に
設
備
投
資
へ
投
下
し
、
高
い
経
済
成
長

を
背
景
に
、
収
益
性
よ
り
も
売
上
を
優
先
し
て
規
模
拡
大

を
目
指
し
た
。
た
だ
、
低
収
益
性
を
規
模
拡
大
で
弥
縫
す

る
仕
組
み
は
、
高
成
長
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
挫
折
と
と
も
に
限
界
が
生
じ
た
。
そ
の
転
機

が
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
訪
れ
た
。

⑴

石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
前
の
資
金
調
達
構
造

石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
、
日
本
経
済
は
高
度
成
長
か

ら
安
定
成
長
へ
と
移
行
す
る
と
、
銀
行
か
ら
供
給
さ
れ
る

豊
富
な
資
金
を
設
備
投
資
に
投
下
し
、
低
収
益
を
規
模
で

カ
バ
ー
す
る
仕
組
み
に
限
界
が
生
じ
た
。
そ
の
こ
と
は
当

然
、
企
業
金
融
に
も
影
響
を
与
え
た
。
図
表
１
に
、
業
種

別
、
規
模
別
の
資
金
調
達
状
況
を
ま
と
め
た
。

図
表
１
に
よ
る
と
、
高
度
成
長
期
を
第
一
次
石
油

シ
ョ
ッ
ク
ま
で
と
す
る
な
ら
ば
、
当
時
の
企
業
の
資
金
調

達
の
う
ち
、
四
〇
～
六
〇
％
は
銀
行
借
入
に
依
存
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
企
業
の
銀
行
借
入

が
二
〇
％
程
度
で
あ
っ
た
こ
と⑸

を
踏
ま
え
る
と
、
日
本
企

業
の
銀
行
依
存
体
質
が
い
か
に
強
か
っ
た
か
が
理
解
で
き

よ
う
。
こ
れ
に
内
部
調
達
を
加
え
る
と
約
九
〇
％
に
達
し

て
お
り
、
両
者
で
企
業
の
資
金
需
要
を
ほ
ぼ
カ
バ
ー
で
き

て
い
た
。
一
方
、
資
本
市
場
か
ら
の
調
達
は
、
資
金
蓄
積

の
低
位
性
や
起
債
調
整
を
は
じ
め
と
す
る
制
約
が
課
さ
れ
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て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
五
～
一
〇
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
。メ

イ
ン
バ
ン
ク
に
よ
る
低
利
資
金
の
豊
富
な
提
供
が
、

日
本
企
業
の
発
展
を
下
支
え
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
安
定

成
長
期
へ
移
行
す
る
と
そ
の
関
係
に
変
化
が
見
ら
れ
た
。

製
造
業
に
よ
る
銀
行
依
存
関
係
の
緩
和
で
あ
る
。
特
に
、

大
手
製
造
業
で
は
﹁
銀
行
離
れ
﹂
が
始
ま
っ
て
い
た
。
銀

行
依
存
関
係
の
緩
和
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
始
ま
っ

た
。一

つ
目
は
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
減
量
経
営
に
よ
っ

て
、
経
営
の
効
率
化
と
企
業
業
績
が
向
上
し
、
内
部
留
保

の
充
実
が
進
ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
大
手
企

業
ほ
ど
そ
の
効
果
は
大
き
く
、
一
九
七
一
年
か
ら
一
九
七

五
年
の
経
常
利
益
の
平
均
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
一
九
七

六
年
か
ら
一
九
八
〇
年
の
そ
れ
は
一
五
七
・
七
へ
と
大
幅

な
増
益
を
実
現
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
、
減
量
経
営
の
効
果

も
手
伝
っ
て
内
部
留
保
は
二
六
七
・
八
と
大
幅
な
充
実
を

見
せ
て
い
た
。

二
つ
目
に
、
設
備
投
資
の
抑
制
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
経

済
成
長
率
の
減
速
に
伴
い
、
企
業
が
設
備
投
資
に
は
慎
重

な
姿
勢
で
臨
ん
で
お
り
、
資
金
需
要
を
低
下
さ
せ
た
。
そ

し
て
最
後
が
、
銀
行
へ
の
支
払
利
息
が
経
常
利
益
を
大
き

く
上
回
っ
て
お
り
、
企
業
の
金
利
負
担
が
限
界
に
達
し
て

い
た
こ
と
で
あ
っ
た⑹

。
資
金
需
給
両
面
か
ら
の
修
正
に

よ
っ
て
、
製
造
業
で
は
銀
行
依
存
関
係
の
緩
和
が
始
ま
っ

て
い
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
動
き
は
そ
の
後
、
企
業
規
模
に
応

じ
て
大
き
く
異
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
手
製
造
業
が
一

貫
し
て
銀
行
借
入
を
縮
小
さ
せ
、
バ
ブ
ル
期
に
は
返
済
へ

と
転
じ
た
の
に
対
し
、
中
小
、
中
堅
製
造
業
は
横
ば
い
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
大
手
企
業
で
は
業
種
間
に

跛
行
性
は
あ
っ
た
も
の
の
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
自
動

車
、
電
機
、
精
密
機
器
と
い
っ
た
組
立
加
工
産
業
が
、
輸

出
拡
大
を
通
じ
た
利
益
拡
大
、
内
部
留
保
の
充
実
を
実
現

我が国企業金融の変遷

─ 95 ─



証券レビュー 第54巻第 6号

─ 96 ─

3244361,57468159310億-

-1100001000万-1億

製造業

16,3118,7817,704

業種 資本金 2007-12年1999-2006年1991-98年1986-90年1975-85年1961-75年

10億-

方法

031000万-1億

非製造業 -40-60-358251億-10億

584

0

601000万-1億

非製造業 1471292859084924551億-10億

6,2395,3366,373

22

964684802,30591848210億-

-7-6-0

1億-10億

4,9345,6525,77410,7817,2765,80910億-

76269046
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し
た
の
に
対
し
、
中
小
、
中
堅
企
業
で
は
、
輸
出
増
加
の

恩
恵
が
一
部
に
留
ま
っ
た
こ
と
や
、
消
費
財
関
連
業
種
で

は
利
益
率
の
低
下
も
見
ら
れ
、
内
部
留
保
が
大
手
企
業
の

よ
う
に
高
ま
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
中
小
、
中
堅
企
業
に

よ
る
資
本
市
場
で
の
資
金
調
達
は
、
起
債
調
整
な
ど
も

あ
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
代
替
調
達
手
段
に
限
界
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
中
小
、
中
堅
企
業
の
銀
行
依
存
の
低
下

は
、
大
手
企
業
ほ
ど
劇
的
な
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

⑵

大
手
製
造
業
の
銀
行
離
れ
と
時
価
発
行

中
小
、
中
堅
企
業
と
大
手
企
業
と
の
資
金
調
達
上
の
差

異
と
し
て
、
資
本
市
場
の
利
用
を
指
摘
し
た
が
、
大
手
企

業
は
資
本
市
場
を
通
じ
た
資
金
調
達
も
拡
大
さ
せ
て
い

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
時
価
発
行
が
本
格
化
し
て
い
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

従
来
、
日
本
企
業
の
一
般
的
な
増
資
方
法
は
、
株
主
割

当
額
面
増
資
で
あ
っ
た
。
時
価
発
行
は
一
九
六
〇
年
代
前

半
か
ら
い
く
つ
か
の
事
例
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
す

べ
て
額
面
増
資
と
組
み
合
わ
せ
て
行
う
一
部
時
価
公
募
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
九
年
に
日
本
楽
器

製
造
︵
現
在
の
ヤ
マ
ハ
︶
が
、
六
〇
〇
万
株
の
時
価
発
行

を
実
施
し
、
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
時
価
発
行
が
本
格
化

し
て
い
っ
た
。

そ
れ
ま
で
一
般
的
だ
っ
た
株
主
割
当
額
面
増
資
は
、
時

価
に
関
係
な
く
額
面
で
株
式
を
割
り
当
て
ね
ば
な
ら
ず
、

額
面
価
格
と
株
価
の
差
額
が
す
べ
て
株
主
に
帰
属
し
た
。

し
か
も
、
当
時
、
多
く
の
主
要
企
業
の
大
株
主
は
金
融
機

関
で
あ
っ
た
た
め
、
配
当
が
金
融
機
関
の
実
効
貸
出
利
回

り
を
下
回
ら
な
い
よ
う
、
額
面
に
対
す
る
配
当
率
一
〇
％

を
維
持
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら
増
資
は
銀
行
借
入
よ
り

高
コ
ス
ト
の
資
金
調
達
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
増
資
に
よ
る
資
金
調
達
は
、
先
行
し
て
行
わ
れ
た
設

備
投
資
や
、
銀
行
貸
出
の
事
後
的
な
返
済
資
金
の
調
達
手

段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
た⑺

。
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と
こ
ろ
が
、
一
方
の
時
価
発
行
は
額
面
金
額
に
関
係
な

く
、
時
価
に
近
い
価
格
で
株
式
を
発
行
で
き
る
た
め
、
額

面
価
格
と
発
行
価
格
と
の
差
額
︵
増
資
プ
レ
ミ
ア
ム
︶
を

発
行
会
社
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
も
、
一

九
八
一
年
の
商
法
改
正
以
前
は
、
増
資
プ
レ
ミ
ア
ム
は
資

本
準
備
金
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
資
本
金
に
組
み
入
れ
る

必
要
が
な
か
っ
た⑻

こ
の
た
め
、
資
本
準
備
金
を
配
当
負
担

の
な
い
無
コ
ス
ト
資
金
と
考
え
る
経
営
者
が
多
く⑼

、
し
か

も
、
プ
レ
ミ
ア
ム
還
元
を
す
る
際
も
、
一
度
に
全
部
還
元

す
る
の
で
は
な
く
、
数
度
に
分
け
て
行
え
ば
、
そ
の
間
は

資
金
コ
ス
ト
︵
配
当
の
み
の
コ
ス
ト
︶
の
上
昇
が
抑
え
ら

れ
る
た
め
、
こ
の
点
で
も
資
金
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
を
実

現
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た⑽

。

こ
う
し
た
見
か
け
上
の
資
金
コ
ス
ト
の
低
下
は
、
増
資

を
銀
行
借
入
よ
り
有
利
な
資
金
調
達
と
認
識
さ
せ
、
大
手

製
造
業
が
時
価
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
を
活
発
に
さ
せ

た
。
こ
う
し
て
、
内
部
留
保
の
充
実
と
時
価
発
行
の
本
格

化
が
、
大
手
製
造
業
の
銀
行
借
入
依
存
か
ら
の
脱
却
の
転

機
と
な
り
、
企
業
金
融
に
変
革
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ

た
。三

、
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

盛
行
と
バ
ブ
ル
経
済

⑴

バ
ブ
ル
経
済
と
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
、
製
造
業
の
銀
行
離
れ
が
始

ま
り
、
な
か
で
も
大
手
企
業
は
資
本
市
場
で
の
調
達
を
本

格
化
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
バ
ブ
ル
経
済
に
至
る
過
程
で
、

大
手
企
業
は
さ
ら
に
資
本
市
場
か
ら
の
資
金
調
達
を
積
極

化
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
の
準
備
と
し
て
、
﹁
高
株
価
経
営
﹂

が
行
わ
れ
た
。
発
行
会
社
は
、
時
価
発
行
を
行
う
に
あ
た

り
、
株
価
が
高
い
ほ
ど
無
コ
ス
ト
資
金
が
獲
得
で
き
る
と

考
え
、
一
方
で
そ
れ
を
引
き
受
け
る
証
券
会
社
も
、
引
受

手
数
料
が
株
価
を
基
準
に
決
ま
っ
た
た
め
、
お
互
い
に
高
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株
価
を
望
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
株
式
の
持
ち
合
い
を
基
礎

に
し
て
、
人
為
的
に
高
株
価
を
形
成
し
、
バ
ブ
ル
期
の
株

価
高
騰
の
素
地
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た⑾

。

こ
う
し
た
準
備
に
よ
っ
て
浮
動
株
の
減
少
が
進
ん
で
い

た
と
こ
ろ
に
、
一
九
八
五
年
、
プ
ラ
ザ
合
意
が
成
立
す
る

と
、
日
本
銀
行
は
円
高
不
況
を
懸
念
し
て
公
定
歩
合
を
数

次
に
亘
っ
て
引
き
下
げ
た
。
公
定
歩
合
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
と
、
土
地
や
株
式
と
い
っ
た
資
産
価
格
の
激
し
い
上
昇

が
始
ま
っ
た
。
資
産
価
格
の
上
昇
を
背
景
に
、
企
業
、
家

計
と
も
に
片
方
で
負
債
を
増
や
し
な
が
ら
、
も
う
一
方

で
、
そ
の
資
金
を
土
地
や
有
価
証
券
に
投
資
し
て
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
の
資
産
、
負
債
の
両
方
を
肥
大
化
さ
せ
て

い
っ
た
。

資
産
価
格
バ
ブ
ル
は
、
企
業
金
融
に
二
つ
の
方
向
を
用

意
し
た
。
一
つ
は
株
高
を
背
景
と
し
た
エ
ク
イ
テ
ィ
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
︵
特
に
、
転
換
社
債
や
ワ
ラ
ン
ト
債
発

行
︶、
も
う
一
つ
は
保
有
資
産
の
担
保
価
値
拡
大
に
よ
る

銀
行
借
入
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
企
業
の
対
応
は
二
つ
に
分

か
れ
た
。
資
本
市
場
が
利
用
可
能
な
大
手
企
業
︵
製
造
業

に
加
え
、
こ
の
時
期
か
ら
は
大
手
非
製
造
業
も
︶
は
、
時

価
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
る
資
金
調
達
を
拡
大
さ
せ
た
。
そ

の
内
容
は
図
表
２
に
示
し
て
い
る
が
、
国
内
で
は
転
換
社

債⑿

、
海
外
で
は
新
株
予
約
権
付
社
債
の
発
行
を
急
増
さ
せ

た⒀

。時
価
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
急
増
に
よ
っ
て
得
た
資
金
は
、

借
入
金
返
済
に
も
用
い
ら
れ
た
が
、
余
資
も
発
生
し
て
い

た
。
当
時
、
証
券
会
社
は
大
口
定
期
預
金
よ
り
高
利
回
り

を
保
証
す
る
営
業
特
金
を
売
り
込
ん
で
い
た
。
そ
も
そ
も

企
業
の
保
有
す
る
余
資
は
、
そ
の
多
く
が
増
資
プ
レ
ミ
ア

ム
で
あ
り
、
経
営
者
は
そ
れ
を
無
コ
ス
ト
資
金
と
考
え
て

い
た
た
め
、
タ
ダ
で
調
達
し
た
資
金
を
一
〇
％
前
後
で
運

用
で
き
る
な
ら
と
必
要
以
上
の
資
金
が
調
達
さ
れ
、
そ
の

多
く
が
土
地
、
株
式
、
フ
ァ
ン
ト
ラ
、
営
業
特
金
と
い
っ

た
財
テ
ク
投
資
に
回
さ
れ
た
。
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他
方
、
既
存
優
良
顧
客
の
銀
行
離
れ
が
顕
在
化
し
た
銀

行
は
、
中
小
、
中
堅
企
業
に
向
け
た
融
資
に
注
力
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
当
時
喧
伝
さ
れ
た
﹁
土
地
神
話
﹂
に

よ
っ
て
、
不
動
産
担
保
融
資
は
返
済
の
確
実
性
が
担
保
さ

れ
た
案
件
と
認
識
さ
れ
、
不
動
産
、
建
設
、
卸
小
売
の
三

業
種
に
対
し
て
集
中
的
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
三
業
種
の

借
入
額
が
、
非
製
造
業
の
そ
れ
に
占
め
た
割
合
は
、
中

小
、
中
堅
企
業
で
は
六
五
～
七
〇
％
、
大
手
企
業
で
も
約

三
〇
％
を
占
め
て
お
り
、
融
資
の
特
定
業
種
へ
の
集
中
が

明
白
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
銀
行
に
対
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
適
用
が
目
前
に
控

え
、
低
位
な
自
己
資
本
と
収
益
性
の
低
い
日
本
の
銀
行

は
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
理
由
に
相
次
い
で
大
量
の
時
価
発

行
増
資
を
行
っ
た
。
こ
う
し
て
調
達
し
た
資
金
は
財
テ
ク

融
資
に
も
回
さ
れ
、
銀
行
も
加
担
し
て
資
産
価
格
の
上
昇

を
煽
っ
た
。
資
産
価
格
の
上
昇
が
続
く
限
り
、
融
資
枠
の

拡
大
、
増
資
プ
レ
ミ
ア
ム
の
獲
得
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
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海外(DR)国内公募

株式 合計転換社債・新株引受権付社債

図表２ 時価ファイナンスの状況
（単位：億円）

※（ ）内は新株引受権付社債で内書

（出所）大蔵省証券局年報編集委員会編 [1985][1989][1990]より作成
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資
金
が
ま
た
財
テ
ク
に
投
入
さ
れ
て
い
き
、
負
債
と
資
産

が
両
建
て
で
ス
パ
イ
ラ
ル
的
に
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で

あ
っ
た
。

⑵

バ
ブ
ル
崩
壊
と
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整

バ
ブ
ル
期
に
は
、
過
去
最
高
の
経
常
利
益
を
計
上
し
た

企
業
が
続
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
図
表
３
の
Ｒ
Ｏ
Ａ

の
推
移
に
見
る
よ
う
に
、
収
益
性
の
向
上
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
規
模
拡
大
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
に
伴
う
資
産
価
格

の
下
落
は
、
各
企
業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
劣
化
さ
せ
、

そ
れ
が
銀
行
部
門
に
も
波
及
し
、
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム

を
不
安
定
に
さ
せ
た
。

当
時
、
銀
行
に
よ
る
有
価
証
券
投
資
額
は
、
預
金
残
高

の
二
割
に
達
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
が⒁

、
銀
行
は
Ｂ
Ｉ
Ｓ

規
制
の
算
出
に
あ
た
り
、
自
己
資
本
に
有
価
証
券
の
含
み

益
も
含
め
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
資
産
価
格
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（製造業） （非製造業）

（出所）財務省「法人企業統計」より作成

図表３ 税引前ROAの推移



の
下
落
が
自
己
資
本
の
毀
損
に
直
結
し
、
銀
行
の
健
全
性

が
資
産
価
格
の
変
動
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

ま
た
、
銀
行
の
融
資
先
が
資
産
価
格
バ
ブ
ル
を
テ
コ
に
業

容
を
拡
大
さ
せ
て
い
た
不
動
産
、
建
設
、
卸
小
売
に
集
中

し
て
お
り
、
資
産
価
格
の
下
落
は
、
銀
行
自
身
の
資
本
劣

化
と
貸
出
債
権
の
不
良
債
権
化
を
意
味
し
た
。

バ
ブ
ル
は
い
つ
ま
で
も
続
く
わ
け
が
な
い
。
資
産
価
格

の
下
落
が
現
実
化
す
る
と
、
企
業
、
銀
行
と
も
に
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
を
急
速
に
劣
化
さ
せ
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整

を
強
制
さ
れ
た
。
政
府
は
、
こ
の
問
題
の
漸
進
的
解
決
を

目
指
し
て
公
定
歩
合
を
引
き
下
げ
、
銀
行
に
十
分
な
業
務

純
益
と
債
券
売
買
益
を
供
与
し
、
不
良
債
権
処
理
を
支
援

し
た⒂

。
し
か
し
、
資
産
価
格
の
下
落
は
予
想
以
上
に
進
ん

だ
た
め
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
良
債
権
処
理
費
用
は
十
分
と

は
言
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
銀
行
は
所
有
資
産
の
売

却
、
融
資
の
貸
し
渋
り
と
債
権
回
収
を
進
め
て
い
っ
た
。

ま
た
、
企
業
も
資
産
の
劣
化
に
加
え
、
資
産
価
格
の
下

落
に
よ
っ
て
、
バ
ブ
ル
期
に
発
行
し
た
新
株
予
約
権
付
社

債
の
株
式
へ
の
転
換
が
進
ま
ず
、
一
九
九
三
年
に
一
〇
兆

円
規
模
の
償
還
が
行
わ
れ
た⒃

。
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
に

も
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
調
整
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

企
業
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た

の
か
を
確
認
す
る
た
め
、
図
表
４
に
バ
ブ
ル
期
、
バ
ブ
ル

崩
壊
か
ら
金
融
危
機
、
金
融
危
機
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

調
整
が
終
わ
っ
た
時
期
、
そ
し
て
、
そ
れ
以
降
に
区
分
し

て
、
規
模
別
、
業
種
別
に
資
産
内
容
の
変
化
を
ま
と
め

た
。こ

れ
に
よ
れ
ば
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
規
模
や
業
種
に
関
わ

ら
ず
、
運
転
資
金
、
現
預
金
、
保
有
有
価
証
券
や
そ
の
他

投
資
の
削
減
、
抑
制
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
よ

う
。
な
か
で
も
、
最
大
の
削
減
が
見
ら
れ
た
の
が
現
預
金

と
運
転
資
金
で
あ
っ
た
。
運
転
資
金
に
は
在
庫
投
資
と
売

掛
金
、
受
取
手
形
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
要
因
分
析
を
す

る
と
、
在
庫
投
資
の
圧
縮
が
最
も
大
き
く
、
次
に
売
掛
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1,3681,1376372,034大手

1986-90年 1991-98年 1999-2006規模 2007-12年業種

大手

2-0311中小

非製造業 -17-522105中堅

27中小

製造業

その他投資

21522558中堅

5992,0409311,839

-9-9-578中堅

1,0776502341,717大手

11

3761,3349351,778大手

-00-05中小

非製造業

2,096大手

164405中小

製造業

有価証券

435849中堅

0-111中小

非製造業 6-2-2669中堅

317-99-691

現預金

339-729中堅

11-157-5871,395大手

-1

中堅

803106-5313,400大手

21-17中小

製造業

911,150大手

-1-0325中小

非製造業 19-9-7301

-11214中小

製造業

運転資金

6152297中堅

257515

非製造業 5-35391中堅

349195874984大手

44中堅

81263348480大手

0-0513中小

4,2726,1447,052大手

1148中小

製造業

固定資産

(土地含む)

-21229

771727中小

非製造業 137159253299中堅

3,225

中小

製造業

設備投資

238240313376中堅

3,8423,4784,7935,501大手

図表４ 資産内容の変化
（単位：百万円）

表中の数値は、それぞれの期間の平均値を掲出

（出所）財務省「法人企業統計」より作成
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金
、
受
取
手
形
の
順
で
運
転
資
金
の
圧
縮
が
行
わ
れ
て
い

た
。ま

た
、
保
有
有
価
証
券
に
関
し
て
は
、
持
ち
合
い
株
の

利
回
り
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
金
融
機

関
、
特
に
銀
行
株
の
売
り
切
り
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た⒄

。

持
ち
合
い
株
は
長
期
的
取
引
関
係
を
基
礎
に
保
有
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
売
却
す
る
こ
と
の
意
味
は
取
引

関
係
の
希
薄
化
を
示
す
。
つ
ま
り
、
一
九
九
〇
年
代
末
の

金
融
危
機
前
に
、
既
に
大
企
業
と
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
関
係

は
、
融
資
面
で
の
依
存
関
係
に
加
え
、
株
式
の
持
ち
合
い

解
消
も
現
実
化
し
て
き
て
お
り
、
強
固
な
関
係
を
誇
っ
た

両
者
の
関
係
が
希
薄
化
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
言
え
よ

う⒅

。

四
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
解
体
と
企
業
部

門
の
余
剰
資
金
部
門
化

⑴

戦
後
企
業
金
融
シ
ス
テ
ム
の
終
焉

一
九
九
七
年
一
一
月
三
日
、
準
大
手
証
券
会
社
の
三
洋

証
券
が
経
営
破
綻
し
、
会
社
更
生
法
適
用
を
申
請
し
た
。

翌
日
、
三
洋
証
券
へ
の
無
担
保
コ
ー
ル
融
資
が
デ
フ
ォ
ル

ト
す
る
と
、
コ
ー
ル
市
場
は
混
乱
に
陥
り
、
北
海
道
拓
殖

銀
行
が
コ
ー
ル
市
場
で
の
資
金
調
達
が
で
き
ず
、
一
一
月

一
七
日
に
破
綻
し
た
。
さ
ら
に
、
二
四
日
に
は
山
一
証
券

が
自
主
廃
業
し
、
わ
ず
か
一
カ
月
の
間
に
都
市
銀
行
、
四

大
証
券
、
準
大
手
証
券
が
相
次
い
で
破
綻
す
る
金
融
危
機

が
発
生
し
た
。
そ
の
翌
年
に
も
日
本
長
期
信
用
銀
行
、
日

本
債
券
信
用
銀
行
と
大
手
銀
行
の
破
綻
が
相
次
い
だ
。
こ

う
し
た
金
融
危
機
や
不
良
債
権
処
理
の
遅
れ
を
受
け
て
一

九
九
七
年
秋
以
降
、
海
外
の
コ
ー
ル
市
場
で
日
本
の
金
融

証券レビュー 第54巻第 6号

─ 104 ─



機
関
に
対
す
る
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム
が
徴
求
さ
れ

た
。
政
府
も
一
九
九
八
年
と
一
九
九
九
年
に
金
融
機
関
へ

の
公
的
資
金
注
入
を
実
施
し
、
銀
行
の
資
本
増
強
を
図
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
資
産
価
格
低
下
に
よ
っ
て
、
銀
行
の

不
良
債
権
は
増
加
を
続
け
、
九
〇
年
代
後
半
に
は
不
良
債

権
問
題
は
深
刻
さ
を
増
し
た
。
一
九
九
八
年
に
は
金
融
再

生
法
、
早
期
健
全
化
法
を
成
立
さ
せ
、
金
融
機
能
の
安
定

に
向
け
た
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
不
良

債
権
額
は
、
一
九
九
二
年
九
月
末
に
は
一
二
兆
三
〇
〇
〇

億
円⒆

︵
都
長
銀
お
よ
び
信
託
銀
行
︶
と
公
表
さ
れ
た
が
、

不
良
債
権
の
開
示
範
囲
拡
大
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
二
〇

〇
二
年
三
月
期
の
銀
行
全
体
の
そ
れ
は
約
四
三
兆
円
に
膨

れ
上
が
っ
て
い
た⒇

。
こ
う
し
た
多
額
の
不
良
債
権
の
存
在

は
、
銀
行
が
貸
し
渋
り
に
加
え
て
貸
し
剥
が
し
を
行
う
原

因
と
も
な
っ
た
。
金
融
危
機
以
前
に
は
、
取
引
関
係
を
維

持
す
る
た
め
、
銀
行
の
持
ち
合
い
株
の
売
却
は
、
株
式
を

売
り
切
る
の
で
は
な
く
、
益
出
し
ク
ロ
ス
に
よ
っ
て
売
却

益
を
計
上
し
、
そ
れ
を
不
良
債
権
処
理
費
用
に
充
て
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
益
出
し
ク
ロ
ス
に
よ
る
売
却
益
計
上
が

認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
株
式
保
有
金
額
に
も
制
限
が
加
え

ら
れ
た
た
め
、
銀
行
も
い
よ
い
よ
持
ち
合
い
株
の
売
却
を

開
始
し
た�

。

既
に
銀
行
離
れ
を
進
め
て
い
た
大
手
企
業
は
別
と
し

て
、
銀
行
の
こ
う
し
た
姿
勢
を
反
映
し
て
、
中
小
、
中
堅

企
業
も
、
製
造
業
、
非
製
造
業
を
問
わ
ず
、
一
九
九
八
年

以
降
二
〇
〇
六
年
ま
で
銀
行
借
入
を
返
済
さ
せ
て
お
り
、

内
部
調
達
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
っ
た
︵
図

表
１
︶
。
外
部
資
金
の
調
達
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
運
転
資
金
な
ど
の
抑
制
に
加
え
、

設
備
投
資
の
抑
制
が
始
ま
っ
た
。
す
で
に
バ
ブ
ル
崩
壊
後

か
ら
設
備
投
資
は
、
減
価
償
却
費
程
度
に
抑
え
ら
れ
て
い

た
が
、
図
表
１
と
４
に
よ
る
と
、
投
資
額
が
減
価
償
却
費

を
下
回
る
水
準
に
ま
で
抑
制
さ
れ
、
そ
れ
は
維
持
修
繕
投
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資
や
更
新
投
資
の
抑
制
も
始
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
比
例
す
る
よ
う
に
一
九
九
八
年
に

は
、
企
業
部
門
が
資
金
余
剰
主
体
に
転
換
し
た
。
こ
う
し

て
、
戦
後
の
企
業
金
融
シ
ス
テ
ム
を
支
え
た
融
資
、
株
式

持
ち
合
い
関
係
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
た
、
企
業
と
特
定
銀

行
と
の
強
固
な
メ
イ
ン
バ
ン
ク
関
係
は
、
解
体
を
迎
え
た

の
で
あ
っ
た
。

⑵

新
し
い
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
と
企
業
の
収
益
性
改
善

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
戦
後
の
企
業
金
融
を
支
え
た
メ
イ
ン

バ
ン
ク
関
係
は
弱
体
化
し
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
た
。
そ
れ
は
資
金
提
供
者
の
変
化
と
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
変
化
で
あ
っ
た
。
従
来
は
、
銀
行
が
融
資
お
よ
び

株
主
と
し
て
、
企
業
に
資
金
提
供
し
て
き
た
が
、
そ
れ
に

代
わ
っ
て
機
関
投
資
家
や
外
国
人
の
台
頭
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
も
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
よ
る

も
の
は
、
状
態
依
存
型
と
言
わ
れ
、
企
業
財
務
に
問
題
が

な
い
時
は
経
営
者
に
裁
量
権
を
認
め
、
悪
化
し
た
時
に
介

入
が
行
わ
れ
て
い
た�

。
他
方
、
外
国
人
や
機
関
投
資
家

は
、
収
益
性
向
上
や
企
業
価
値
向
上
を
強
く
訴
え
、
時
に

は
﹁
モ
ノ
﹂
を
言
う
株
主
と
し
て
、
経
営
改
善
を
迫
る
こ

と
も
あ
る
。

こ
う
し
た
変
化
は
企
業
に
変
革
を
求
め
た
。
規
模
拡
大

を
重
視
す
る
旧
来
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
収
益
性
、
企
業
価

値
の
向
上
を
求
め
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
は
、
企

業
に
収
益
性
強
化
を
強
く
意
識
さ
せ
た
。
一
九
九
〇
年
度

以
降
の
、
損
益
分
岐
点
売
上
高
対
売
上
高
比
率
を
図
表
５

に
示
し
た
が
、
製
造
業
、
非
製
造
業
と
も
、
一
九
九
〇
年

代
よ
り
も
格
段
に
改
善
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ

う
。
こ
の
要
因
を
調
べ
る
と
、
﹁
三
つ
の
過
剰
﹂
と
言
わ

れ
た
過
剰
雇
用
︵
人
件
費
︶、
過
剰
設
備
︵
減
価
償
却

費
︶
、
過
剰
債
務
︵
金
融
費
用
︶
の
う
ち
、
人
件
費
、
金

融
費
用
の
大
幅
な
低
下
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
。

こ
の
比
率
の
改
善
は
、
規
模
に
比
例
し
て
改
善
が
み
ら
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れ
、
大
手
企
業
ほ
ど
﹁
三
つ
の
過
剰
﹂
を
積
極
的
に
抑

制
、
削
減
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
、
全
体
的
に
も
二
〇
〇
六

年
頃
に
最
も
改
善
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
の
﹃
年
次
経

済
財
政
報
告
﹄
で
は
、
﹁
雇
用
・
設
備
・
債
務
の
三
つ
の

過
剰
を
解
消
し
、
よ
り
強
固
な
財
務
体
質
へ
の
転
換
に
成

功
し
た�

﹂
と
の
認
識
が
示
さ
れ
、
日
本
企
業
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
調
整
は
約
一
五
年
の
月
日
は
か
か
っ
た
が
、
よ
う

や
く
終
結
の
時
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
調
整
の
効
果
は
、
図
表
６
に
示
し
た
税
引
前
Ｒ
Ｏ
Ａ
の

改
善
に
も
顕
著
に
表
れ
て
お
り
、
特
に
二
〇
〇
一
年
度
以

降
の
製
造
業
の
そ
れ
の
改
善
は
、
二
〇
〇
八
年
に
発
生
し

た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
て
、
一
時
的
に
落

ち
込
ん
だ
も
の
の
注
目
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
税
引
前
Ｒ
Ｏ
Ａ
の
改
善
は
見
ら
れ
た

が
、
投
資
家
が
投
資
判
断
に
よ
く
用
い
て
い
る
Ｒ
Ｏ
Ｅ
は

伸
び
悩
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
税
引
前
Ｒ
Ｏ

Ｅ
は
次
の
計
算
式
︽
Ｒ
Ｏ
Ｅ
＝
経
常
利
益
÷
株
主
資
本
︾
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に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
が
、
こ
の
式
は
事
業
利
益
率
と
財

務
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
次
の
計
算
式

︽
Ｒ
Ｏ
Ｅ
＝
Ｒ
Ｏ
Ａ
＋
︵
Ｒ
Ｏ
Ａ
−
負
債
利
子
率
︶
×
負

債
・
株
主
資
本
比
率
︾
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
税
引
前
Ｒ
Ｏ
Ｅ
は
、
事
業
利
益
率
の
改
善
か
、

も
し
く
は
Ｒ
Ｏ
Ａ
が
負
債
利
子
率
を
上
回
る
限
り
、
財
務

レ
バ
レ
ッ
ジ
を
改
善
す
れ
ば
、
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
度
の
税
引
前
Ｒ
Ｏ
Ａ
は
、
製
造
業
が
四
・

四
％
、
非
製
造
業
が
四
・
一
％
ま
で
回
復
し
て
い
る
。
借

入
金
利
は
ゼ
ロ
金
利
政
策
を
反
映
し
て
、
二
〇
一
二
年
度

の
製
造
業
の
そ
れ
は
〇
・
七
％
、
非
製
造
業
の
そ
れ
は

〇
・
八
％
ま
で
下
が
っ
て
お
り
、
税
引
前
Ｒ
Ｏ
Ａ
の
方
が

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
負
債
比
率
は
一
九
八

九
年
度
に
は
、
製
造
業
は
二
・
九
倍
、
非
製
造
業
は
六
・

九
倍
に
も
達
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う

に
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
企
業
は
優
先
し
て
負
債
を
返
済
し
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て
き
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
二
年
度
の
そ
れ
は
、
製
造

業
が
一
・
四
倍
、
非
製
造
業
は
一
・
八
倍
に
ま
で
低
下
し

て
い
る
。

本
来
な
ら
ば
、
現
状
で
は
多
少
負
債
を
増
や
し
た
と
し

て
も
財
務
リ
ス
ク
は
高
ま
ら
な
い
た
め
、
財
務
の
レ
バ

レ
ッ
ジ
効
果
を
狙
っ
て
負
債
に
よ
る
資
金
調
達
が
行
わ
れ

て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
企
業
で
は
図

表
１
に
示
し
た
と
お
り
、
負
債
調
達
を
増
や
し
て
い
る
の

は
大
手
企
業
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
も
詳
細

に
見
れ
ば
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
手
元
資
金
を

厚
め
に
確
保
す
る
た
め
、
短
期
借
入
を
一
時
的
に
増
や
し

た
に
過
ぎ
ず
、
積
極
的
な
資
金
需
要
に
応
じ
た
も
の
と
は

言
い
難
い
。

で
は
、
な
ぜ
日
本
企
業
は
負
債
に
よ
る
調
達
を
し
な
い

の
だ
ろ
う
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
収
益
性
が

落
ち
込
ん
だ
日
本
企
業
は
、
経
常
利
益
も
回
復
過
程
に
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
要
因
分
析
す
る
と
、
最
も
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
の
は
人
件
費
の
削
減
で
あ
り
、
売
上
高
の

寄
与
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
収
益
性
が
回
復
し
て
い
る
と
は
言
う
も

の
の
、
そ
れ
は
売
り
上
げ
の
増
加
を
伴
う
も
の
で
は
な

く
、
人
件
費
も
含
め
た
リ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
設
備
投
資
額
は
、
減
価
償
却

費
よ
り
少
な
く
、
維
持
修
繕
投
資
や
更
新
投
資
も
抑
制
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
近
の
報
道
で
は
、
製
造
業

の
設
備
使
用
期
間
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
比
べ
て
約
二
倍

の
一
六
・
四
年
ま
で
伸
び
て
い
る�

と
さ
れ
、
新
規
設
備
需

要
が
な
か
な
か
起
き
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
低
成
長
下

で
資
本
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
投
資
案
件
が
少
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
な
の
だ
ろ
う
か
。
一

九
九
〇
年
代
末
の
金
融
危
機
後
、
資
金
調
達
に
苦
労
し
た

経
営
者
に
と
っ
て
は
、
銀
行
が
貸
し
渋
り
や
貸
し
剥
が
し

を
続
け
た
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
は
、
設
備
投
資
よ
り
も
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内
部
留
保
充
実
を
優
先
さ
せ
た
こ
と
は
、
致
し
方
の
な
い

面
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
経
営
者
が
投
資
に
伴
う
リ
ス
ク

を
負
う
こ
と
よ
り
も
、
財
務
の
安
定
を
優
先
さ
せ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
の
回
復
と

負
債
の
返
済
に
よ
り
倒
産
リ
ス
ク
は
低
下
し
、
財
務
レ
バ

レ
ッ
ジ
が
機
能
す
る
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
設
備
投
資

や
負
債
が
増
加
し
な
い
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
、
二
〇
一
二

年
一
二
月
期
に
負
債
が
一
兆
円
を
超
え
、
自
主
経
営
が
脅

か
さ
れ
る
と
の
危
機
感�

か
ら
、
資
産
売
却
や
運
転
資
金
の

圧
縮
な
ど
を
進
め
、
二
〇
一
五
年
三
月
期
に
は
実
質
無
借

金
状
態
に
な
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
今
後
も

﹁
実
質
無
借
金
を
一
つ
の
軸
に
し
た
い�

﹂
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
自
主
経
営
を
維
持
す
る
た
め
、
負
債
調
達
に
は

消
極
的
と
も
読
め
よ
う
。
ま
た
、
武
田
薬
品
工
業
の
長
谷

川
社
長
も
、
ナ
イ
コ
メ
ッ
ド
買
収
後
、
手
元
現
金
に
対
す

る
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
新
規
買
収
に
は
﹁﹃
ま
た
借
金

す
る
の
か
﹄
と
思
う
と
、
よ
り
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い�

﹂
と
言
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
実
質
無
借
金
企
業
は
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
武
田
薬
品
工
業
と
い
っ
た
、
過
去
か
ら

無
借
金
経
営
を
志
向
し
て
き
た
企
業
の
み
な
ら
ず
、
最
近

は
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
期
に

は
上
場
企
業
の
四
四
・
九
％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
一
年

三
月
期
に
は
四
八
・
五
％
、
二
〇
一
二
年
三
月
期
は
四

九
・
七
％
、
二
〇
一
三
年
三
月
期
に
は
五
二
％
な
っ
て
い

る�

。松
村
[
一
九
九
七
]
は
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
制
や
株
式
持
ち

合
い
は
、
経
営
者
の
裁
量
権
確
保
に
寄
与
し
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
メ
イ
ン
バ
ン
ク
、
株
式
持
ち
合
い
制
と

い
っ
た
旧
来
の
企
業
金
融
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
た
後
、
む

し
ろ
内
部
留
保
の
充
実
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
事
例
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
資
金
提
供
者
か
ら
の
圧
力
を
抑
制
し
、

経
営
者
の
裁
量
権
を
確
保
す
る
術
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
企
業
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の
資
金
余
剰
状
態
は
、
財
務
安
定
の
優
先
、
低
成
長
下
で

資
本
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
投
資
案
件
が
少
な
か
っ
た
こ
と

に
加
え
、
経
営
者
の
裁
量
権
を
確
保
と
い
っ
た
要
因
も
考

え
ら
れ
、
今
後
も
し
ば
ら
く
続
く
と
予
想
さ
れ
よ
う
。

五
、
む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
日
本
企
業
の
企
業
財
務
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
な
ぜ
企
業
部
門
が
資
金
不
足
主
体
か
ら
資
金
余
剰
主

体
に
転
じ
た
の
か
。
そ
し
て
、
今
し
ば
ら
く
企
業
部
門
が

資
金
余
剰
主
体
で
あ
り
続
け
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
、
歴
史
的
に
検
討
し
た
。

前
者
に
関
し
て
は
、
戦
後
、
日
本
企
業
が
収
益
性
よ
り

規
模
拡
大
を
優
先
で
き
た
の
は
、
戦
後
の
企
業
金
融
シ
ス

テ
ム
を
支
え
た
融
資
、
株
式
持
ち
合
い
関
係
を
通
じ
て
構

築
さ
れ
た
、
企
業
と
特
定
銀
行
と
の
強
固
な
メ
イ
ン
バ
ン

ク
関
係
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
っ

て
、
低
利
資
金
が
豊
富
に
調
達
で
き
、
高
成
長
を
背
景
に

し
た
積
極
的
な
設
備
投
資
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、
こ
の

仕
組
み
で
は
、
銀
行
は
経
営
状
態
が
悪
化
し
な
い
限
り
、

経
営
介
入
は
控
え
て
経
営
者
の
裁
量
権
を
認
め
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
経
営
者
も
短
期
的
に
は
資
金
提
供
者
の
想
定

す
る
期
待
収
益
が
見
込
め
な
い
が
、
長
期
的
に
は
そ
れ
が

見
込
め
る
と
判
断
す
れ
ば
、
設
備
投
資
の
実
行
を
決
断
で

き
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
を
転
機
に
、
こ
の
仕
組
み

は
少
し
ず
つ
解
体
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
経
営
者
に
と
っ

て
時
価
発
行
は
、
安
い
資
金
コ
ス
ト
で
資
金
を
調
達
で
き

る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
時
価
発
行
を
積
極
化
さ
せ

た
大
手
製
造
業
が
、
銀
行
借
入
の
比
重
を
低
下
さ
せ
始
め

た
。
ま
た
、
増
資
プ
レ
ミ
ア
ム
は
無
コ
ス
ト
資
金
と
認
識

さ
れ
、
必
要
以
上
に
調
達
さ
れ
た
資
金
は
、
財
テ
ク
投
資

に
回
さ
れ
た
。
他
方
、
既
存
顧
客
の
流
出
に
遭
遇
し
た
銀

行
は
、
中
小
、
中
堅
企
業
向
け
の
不
動
産
担
保
融
資
に
活
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路
を
見
出
し
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
不
動
産
、
建

設
、
卸
小
売
り
と
い
っ
た
特
定
業
種
へ
の
融
資
集
中
と
財

テ
ク
投
資
は
、
資
産
価
格
バ
ブ
ル
を
さ
ら
に
煽
る
結
果
と

な
り
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整
を
厳
し

い
も
の
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整
が
始
ま
る
と
、
銀
行
は
貸
し
渋

り
、
融
資
債
権
の
回
収
を
進
め
た
。
特
に
、
一
九
九
七
年

秋
以
降
の
金
融
危
機
後
、
そ
れ
は
加
速
し
た
。
こ
れ
に
対

応
し
て
企
業
も
人
件
費
や
金
融
費
用
、
設
備
投
資
の
抑
制

に
よ
っ
て
得
た
資
金
を
、
融
資
返
済
に
充
て
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
両
者
の
関
係
希
薄
化
は
、
株
式
持

ち
合
い
の
解
消
を
促
し
、
戦
後
日
本
の
企
業
金
融
シ
ス
テ

ム
を
支
え
た
仕
組
み
は
つ
い
に
解
体
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

旧
来
の
仕
組
み
に
代
わ
る
新
た
な
仕
組
み
は
、
収
益
性
、

企
業
価
値
の
向
上
を
求
め
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
企
業
は

収
益
性
強
化
を
強
く
意
識
し
、
リ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
収
益

性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
手
元
資
金
を
充
実
さ
せ
、
資
金

余
剰
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

資
金
需
要
を
活
発
に
す
る
に
は
、
新
規
設
備
投
資
が
不

可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
一
貫
し
て
設

備
投
資
は
減
価
償
却
費
と
同
等
、
も
し
く
は
そ
れ
を
下
回

る
規
模
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
金
融
危
機

時
に
資
金
繰
り
に
苦
労
し
た
経
営
者
が
、
内
部
留
保
の
充

実
に
よ
る
、
財
務
の
安
定
を
優
先
さ
せ
た
た
め
で
あ
ろ
う

が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
落
ち
込
み
か
ら
回
復
し
た

後
も
、
無
借
金
経
営
を
志
向
す
る
企
業
は
増
え
続
け
て
い

る
。
そ
れ
は
、
人
口
減
少
や
低
成
長
が
予
想
さ
れ
る
下

で
、
資
本
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
投
資
案
件
が
少
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
加
え
、
旧
来
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク

制
と
株
式
持
ち
合
い
に
よ
っ
て
、
経
営
者
の
裁
量
権
を
確

保
し
て
き
た
経
営
者
に
と
っ
て
、
内
部
留
保
の
充
実
を
新

た
な
企
業
金
融
シ
ス
テ
ム
下
で
の
経
営
者
の
裁
量
権
確
保

の
術
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、
今
後
も
し
ば
ら
く
、
企
業
の
資
金
余
剰
は
続
く
で
あ
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ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
最
近
、
一
部
大
企
業
に
は
Ｒ
Ｏ
Ｅ
向
上
の
た
め

に
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
上
げ
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
動
き
が
、
企
業
の
資
金
需
要
に
今
後
ど
の
程
度
影
響
を

及
ぼ
す
の
か
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

︵
参
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文
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︶
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済
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テ
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︱
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東
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経
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新
報
社
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出
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介
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郎
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﹄
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﹄
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﹄
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應

義
塾
大
学
出
版
会

川
合
一
郎
[一
九
七
九
]﹃
日
本
の
証
券
市
場
︱
証
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後
︱
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史
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︱
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︵
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日
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済
新
聞
﹂
二
〇
一
四
年
五
月
二
四
日
朝
刊

⑷

﹁
日
本
経
済
新
聞
﹂
二
〇
一
三
年
六
月
二
日
朝
刊

⑸

川
合
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]一
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五
頁
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⑹

﹃
法
人
企
業
統
計
﹄
を
用
い
て
、
一
九
七
一
年
か
ら
一
九
七
五
年
の

経
常
利
益
に
対
す
る
支
払
利
息
の
割
合
を
調
べ
て
み
る
と
、
中
小
製

造
業
以
外
は
軒
並
み
一
〇
〇
％
を
超
え
て
い
た
。
参
考
ま
で
に
そ
の

数
値
を
挙
げ
る
と
、
中
小
非
製
造
業
は
一
一
四
・
四
％
、
中
堅
製
造

業
が
一
五
四
・
〇
％
、
非
製
造
業
が
一
八
七
・
三
％
、
大
手
製
造
業

が
一
七
六
・
六
％
、
非
製
造
業
が
一
六
二
・
五
％
で
あ
っ
た
。
規
制

金
利
下
で
は
支
払
利
息
を
減
ら
す
に
は
元
本
返
済
し
か
途
は
な
か
っ

た
。

⑺

新
美
[
一
九
九
四
]一
四
頁

⑻

一
九
八
一
年
以
降
は
、
払
込
価
格
の
最
低
五
〇
％
ま
で
を
資
本
金

に
組
み
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑼

坂
野
[
二
〇
〇
四
]二
七
七
頁

⑽

松
村
[
一
九
九
七
]一
五
一
頁

⑾

坂
野
[
二
〇
〇
四
]二
七
〇
-二
八
七
頁

⑿

当
時
、
転
換
社
債
が
選
択
さ
れ
た
の
は
、
転
換
権
行
使
に
よ
る

キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
獲
得
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
に
、
金
利
を
低
利

に
設
定
で
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

⒀

海
外
で
の
証
券
発
行
が
急
増
し
た
の
は
、
国
内
の
規
制
︵
起
債
基

準
や
有
担
保
原
則
︶
を
逃
れ
る
こ
と
と
海
外
市
場
で
は
低
金
利
で
の

資
金
調
達
が
可
能
だ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
特
に
ス
イ
ス
市
場
は

金
利
が
低
く
、
一
九
八
四
年
以
降
の
平
均
ク
ー
ポ
ン
を
挙
げ
て
お
け

ば
、
一
九
八
四
年
：
二
・
〇
〇
％
、
一
九
八
五
年
：
一
・
六
五
％
、

一
九
八
六
年
：
一
・
一
五
％
、
一
九
八
七
年
〇
・
六
二
％
、
一
九
八

八
年
〇
・
五
四
％
、
一
九
八
九
年
：
〇
・
三
％
で
あ
っ
た
。

⒁

山
田
・
野
田
編
[
一
九
九
七
]二
三
頁

⒂

山
田
・
野
田
編
[一
九
九
七
]
三
六
頁

⒃

﹁
日
本
経
済
新
聞
﹂
一
九
九
三
年
一
二
月
三
一
日

⒄

岡
部
[
二
〇
〇
二
]五
九
頁

⒅

図
表
５
に
よ
れ
ば
、
有
価
証
券
が
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
二
〇
〇
一
年
三
月
期
に
時
価
会
計
が
導
入
さ
れ
、
評
価
益
の
計

上
が
始
ま
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

⒆

岡
部
[
二
〇
〇
二
]五
九
頁

⒇

﹁
日
本
経
済
新
聞
﹂
二
〇
〇
七
年
一
月
二
六
日

�

伊
藤
[
二
〇
一
一
]二
一
-二
二
頁

�

青
木
[一
九
九
五
]
二
一
頁

�

経
済
産
業
省
[二
〇
〇
六
]一
三
三
-一
七
三
四
頁

�

﹁
日
本
経
済
新
聞
﹂
二
〇
一
四
年
五
月
五
日
朝
刊

�

﹁
日
本
経
済
新
聞
﹂
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
二
日
朝
刊

�

﹁
日
本
経
済
新
聞
﹂
二
〇
一
四
年
五
月
二
〇
日
朝
刊

�

﹁
日
本
経
済
新
聞
﹂
二
〇
一
二
年
三
月
一
七
日
朝
刊

�

日
本
経
済
新
聞
﹂
二
〇
一
一
年
一
月
一
九
日
、
二
〇
一
一
年
九
月

一
四
日
、
二
〇
一
二
年
六
月
四
日
、
二
〇
一
三
年
六
月
二
日
朝
刊
。

ま
た
、
図
表
１
で
は
規
模
、
業
種
を
問
わ
ず
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二

〇
一
二
年
の
内
部
留
保
が
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
と
比
較
し

て
減
少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
〇
〇
八
年
に
内
部
留
保
を
大
幅
に

取
り
崩
し
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
こ
れ
を
除
け
ば
、
一
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九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
と
比
較
し
て
も
同
程
度
の
内
部
留
保
が

行
わ
れ
て
い
る
。

︵
ふ
か
み

や
す
た
か
・
当
研
究
所
主
任
研
究
員
︶

我が国企業金融の変遷
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